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Abstract 
A test accelerator for a terahertz source project (t-ACTS) has been progressed at the Electron Light Science Centre, 

Tohoku University, in which a generation of intense coherent terahertz radiation from the very short electron bunch 
will be demonstrated. A narrow-band coherent terahertz radiation using an undulator has been considered to be 
implemented. We have constructed a planer undulator that is basically a Halbach type composed of permanent magnet 
blocks. The period length of the undulator and the number of periods are 100 mm and 25, respectively. The vibrating 
wire method is studied to measure the periodic magnetic field of the undulator. A thin copper-beryllium wire is placed 
on beam axis in the undulator, and an AC current flow is applied in the wire. By measuring amplitudes and phases of 
standing waves excited on the wire by the Lorentz force between AC current and magnetic field, we can reconstruct the 
magnetic field distribution along the wire. We discuss relations between reproducibility of the undulator field and the 
mode harmonics number used for the reconstruction of undulator field.  
 
 

Vibrating wire 法を用いたアンジュレータの磁場評価 

 

1. はじめに 
東北大学電子光理学研究センターでは、100 fs 以

下の超短電子バンチビームを用いた高輝度コヒーレ
ントテラヘルツ光源の開発研究を進めている。これ
までに狭帯域コヒーレント放射やプリバンチド FEL
実験[1]に用いる長周期アンジュレータを製作した。
アンジュレータ製作時には、ホール素子を用いてそ
の磁場分布の測定を行った。しかし、ホール素子を
用いた磁場測定方法は、ホール素子を移動させるた
めに長尺のリニアステージを用いるなど大規模な測
定システムが必要であるため、我々が同様の方法を
使い大学内で改めて磁場測定をすることは困難であ
る。そこで大学内でもアンジュレータ内の磁場測定
ができるよう、測定システムの構築が比較的容易で
あり、高い磁場測定精度が期待できる Vibrating wire 
法による磁場測定の検討を行った。 

アンジュレータ磁場の測定方法には、ホール素子
やローテティングコイルを使ったもの[2]やワイヤに
パルス信号を与え、その時のワイヤの振動を計測す
るパルスワイヤ法[3]などがある。ホール素子による
測定は、磁場分布を求める測定方法として広く用い
られているが、ホール素子の移動機構に大規模シス
テムやホール素子の高度な角度調整が必要である。
ローテティングコイルによる測定は、測定範囲の積
分磁場を求めることができ、アンジュレータ全体で
のビーム軌道変位やキック量を求める際には有効で
あるが、磁場分布を測定することはできないためア
ンジュレータからの光の強度の評価には適さない。

パルスワイヤ法を用いた測定では、比較的測定シス
テムの設置が簡単であると考えられるが、ワイヤに
通電するパルス型電流が、伝搬するうちに減衰して
しまう問題があった。そこで、Vibrating wire 法によ
る測定ならば比較的周期長の長い我々のアンジュ
レータ(λu=100 mm)の磁場測定に向いていると考え、
使用の検討を行った。 

2. アンジュレータ 
高輝度テラヘルツ光発生のためのアンジュレータ

[4]の基本パラメータを表 1 に、ホール素子で測定し
たアンジュレータ磁場 Bu を図 1 に示す。アンジュ
レータはギャップが水平方向に開閉し、電子ビーム
は鉛直方向面内で蛇行運動する。ビーム軸の床面か
らの高さは、750 mm である。周期長と周期数はそ
れぞれ 100 mm と 25 周期である。アンジュレータ
の端部に横磁化磁石を配置することにより電子ビー
ムの入射軸とアンジュレータ内での蛇行運動の軸が
同じになるようにした。ギャップ可動範囲は
44~110 mm であるが、光共振器を用いた自由空間

表1 THzアンジュレータ基本パラメータ 

 
アンジュレータタイプ  Halbach型プラナー  
磁石ブロックサイズ  110×65×25 mm3  

磁石材質・コーティング Nd-Fe-B・TiN  
周期長・周期数  100 mm・25 periods  
全長  2.532 m  

ギャップ  54 – 68 mm  

ピーク磁場  0.41 T (@ gap = 54 mm) 

K値  3.82 (max)  
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モードでの THz FEL 開発を目的とするため、ビー
ム実験はギャップ 54~68 mm の範囲で行う予定であ
る。ピーク磁場強度は、ギャップが 54mm の時に約
0.41 T であり、この磁場を発生させるために、アン
ジュレータを構成する磁石サイズは 110×65×25 
mm3と比較的大きなものとした。 

本アンジュレータでは、電子ビームエネルギーを 
17MeV としたとき、波長  360~170μm (0.8~1.7 
THz) のテラヘルツ光の発生が可能である。 

3. Vibrating wire 法の測定原理 
Vibrating wire 法[5]は、アンジュレータ磁場 Bu(z)

存 在 下 に 張 ら れ た ワ イ ヤ に 交 流 電 流
)exp()( 0 tiItI  を通電し、電流が受ける磁場か

らのローレンツ力によって生じるワイヤの振動を測
定することでアンジュレータ内の磁場分布を再構築
する。測定装置のセットアップを図 2 に示す。鉛直
方向(y 軸方向)ワイヤの位置 ),( tzU は以下の波動方
程式に従う。 

 
…(1) 
 

ここで、μは単位長さあたりのワイヤの質量、T は
ワイヤにかかる張力、γは減衰定数である。ワイヤ
の両端(z=0, l )で U=0 である。U(z,t)は重力による
項 Ug(z,t)と振動の項 Ud(z,t)の和で表すことができる。 

 
 
   …(2) 

 
Ubはフーリエ正弦級数で表すことができる。 

 
         …(3) 
 

同様にアンジュレータ磁場 Bu(z)は以下のフーリエ
正弦級数で表現できる。Bn は n 次のフーリエ係数
である。 

 
…(4) 

 
これと波動方程式(1)より、ワイヤの振動と磁場の
関係が以下のように表現される。 

 

 
 

 …(5) 
 
 

ここでωn は n 次の共鳴角振動数である。この関係
より求めた Bnと式(4)より、磁場 Bu(z)を再構築する。 

4. Vibrating wire 法による測定の検討 

4.1 ワイヤのたわみについて 

 我々は、長さ 3.5 m、直径 100 μm のベリリウム
銅ワイヤを使用した磁場測定装置の開発を検討して
いる。(図 2)位置 z におけるワイヤに働く重力によ
る項 Ug(z)は、以下の式で表される。 

 
     …(6) 
 

この時、ワイヤの自重によるたわみ S (式(7))は、1 
kg のおもりをつけた時、  

 
…(7) 

 
 

 
となる。ホール素子による測定から求めたアンジュ

図 1：アンジュレータ軸上の Bu 分布 gap=54mm 
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図 3：アンジュレータ磁場空間分布 
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図 2：セットアップ (1)アンジュレータ, 

(2)3.5m,100μm ベリリウム銅ワイヤ, (3)おもり, 
(4)レーザ変位計 
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図 4：アンジュレータ磁場のフーリエ係数 Bn 

レータのピーク磁場周辺での磁場の空間分布を図 3
に示す。グラフから、アンジュレータの中心から y
方向に約 100μｍ離れた位置での Bu の差は、⊿
B=1.62×10-5 [T]で、これはピーク磁場の 0.003％程
度であり、この誤差であれば測定に影響はほとんど
ないと考えることができる。 

4.2 測定モード数とワイヤ振動数 

共鳴角振動数ωnは 
 
 
  …(8) 
 

なので、ワイヤの共鳴振動数 fn [Hz]は 
 

    …(9) 
 

となる。十分アンジュレータ磁場分布を再構築する
ために必要となる測定モード数について次節で議論
する。 

4.3 測定モード数と誤差 

 磁場の再構築にはフーリエ正弦級数を用いるが、
十分磁場を再構築するためには第何次までの定在波
を使って足し合わせる必要があるかを検討した。方
法は、設計時のアンジュレータ磁場計算値 Bu につ
いて、一度、式(10)でフーリエ展開をし、それを m
次まで足し合わせ再構築した磁場と元のアンジュ
レータ磁場とを比べ評価した。 

 
   …(10) 
  

式(10)より求めたアンジュレータ磁場のフーリエ係
数 Bn を図 4 に示す。n=70 付近のポークは、アン
ジュレータのメイン磁場によるものである。求めら
れたフーリエ係数 Bn より式(11)からそれぞれ 75
次,100 次,200 次まで用いて再構築した磁場 BSmを図
5 に示す。 

 
   …(11) 
 

図 5 からも明らかなように、より高次の振動モード
まで足し合わせたほうがよく設計磁場を再構築して
いる。この設計磁場と再構築磁場とのエラーの一次
積分を式(12)のように定義する。 

 
…(12) 
  

次数と ERRmの関係は図 6 となる。図 6 から分かる
とおり、磁場の再構築には 71 次以上足し合わせた
場合、著しくエラーが小さくなる。磁場エラーの平
均値として、この ERRm を測定範囲長 l で割った値
(ERRm/ l ) [T]を考える。m=100,150 のとき、この値
はそれぞれ 1.2 [Gauss], 0.217 [Gauss] である。アン
ジュレータ磁場のピーク値の 0.01%程度 (約 0.4 
[Gauss])のローカルなエラー磁場を検出するには、
このエラー磁場の空間的広がりにもよるが、平均値
(ERRm/ l )が 4×10-5 [T] 以下となる次数まで調べる
必要があると考えられる。グラフよりこの条件を満
たす次数 m はおおよそ 135 となり、この時のワイ
ヤの共鳴振動数 f135は約 7478 [Hz]である。 

5. まとめと今後の予定 
 テラヘルツ光発生用のアンジュレータ磁場を大学
内でも測定ができる様、Vibrating wire 法による磁
場測定の検討を行った。アンジュレータのピーク磁
場の 0.01%程度のエラー磁場を検出するためには、
3.5 m のワイヤを使用した場合、約 135 モードまで
測定する必要があることが分かった。今後、模擬的
なエラー磁場を与えた場合のエラー検出の感度につ
いて調査する予定である。また、テスト磁石を用い
た磁場測定システムの試作を行う予定である。 
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図 5：設計磁場 Bu と再現磁場 BSm 

図 6：再構築磁場とのエラーの一次積分 ERRm

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5
0.6

0.4

0.2

0

0.2

0.4

0.6
BS75

z [m]

B
S
m
 
[
T
]

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5
0.6

0.4

0.2

0

0.2

0.4

0.6
BS100

z [m]

BS
m 
[T
]

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5
0.6

0.4

0.2

0

0.2

0.4

0.6
BS200

z [m]

B
S
m
 
[
T
]

0 50 100 150 200
1 10

5

1 10
4

1 10
3

0.01

0.1
ERR

m

E
R
R
 
[
T
m
]

0 50 100 150 200
0.4

0.2

0

0.2

0.4

n

B
n

dzzBSzBuERR
z

mm 



5.3

0

2))()((

nf n
n  392.55

2


dzlznzBu
l

B
l

n 
0

)/sin()(
2 





m

n
nm lznBzBS

1

)/sin()( 

Proceedings of the 8th Annual Meeting of Particle Accelerator Society of Japan (August 1-3, 2011, Tsukuba, Japan) 

- 1014 - 



参考文献 
 
[1] M. Yasuda et al., Proc. Of the 5th Particle Accelerator 

Society of Japan (2008) 75 . 
[2] S. Hashimoto et al., Nucl. Instr. and Meth., A467-468 

(2001) 141-144 
[3] T.C. Fan et al., Proc. Of the 2001 Particle Accelerator 

Conference, Chicago (2001) 2775-2777 
[4]  Y. Tanaka et al., Proc. Of the 7th Particle Accelerator 

Society of Japan(2010) 987 
[5] A. Temnykh et al., Nucl. Inst. and Meth., A399(1997)185-

194 

Proceedings of the 8th Annual Meeting of Particle Accelerator Society of Japan (August 1-3, 2011, Tsukuba, Japan) 

- 1015 - 



<<
  /ASCII85EncodePages true
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile ()
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /ABSALOM
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Algerian
    /ALIBI
    /AllegroBT-Regular
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /AvantGardeITCbyBT-Book
    /AvantGardeITCbyBT-BookOblique
    /AvantGardeITCbyBT-Demi
    /AvantGardeITCbyBT-DemiOblique
    /BankGothicBT-Medium
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BATAVIA
    /Bauhaus93
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BenguiatITCbyBT-Bold
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BernhardFashionBT-Regular
    /BernhardModernBT-Bold
    /BernhardModernBT-BoldItalic
    /BlackadderITC-Regular
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BradleyHandITC
    /BremenBT-Bold
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BrushScriptMT
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /CASMIRA
    /Castellar
    /Centaur
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /CharlesworthBold
    /Chiller-Regular
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothicBT-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CurlzMT
    /DauphinPlain
    /EdwardianScriptITC
    /ELEGANCE
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /ELLIS
    /English111VivaceBT-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /EXCESS
    /FelixTitlingMT
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /FuturaBlackBT-Regular
    /FuturaBT-Bold
    /FuturaBT-BoldItalic
    /FuturaBT-ExtraBlack
    /FuturaBT-Light
    /FuturaBT-LightItalic
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /GENUINE
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /GoudyHandtooledBT-Regular
    /GoudyOldStyleBT-Bold
    /GoudyOldStyleBT-BoldItalic
    /GoudyOldStyleBT-Italic
    /GoudyOldStyleBT-Roman
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HELTERSKELTER
    /HERMAN
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /Humanist521BT-Bold
    /Humanist521BT-BoldItalic
    /Humanist521BT-Italic
    /Humanist521BT-Roman
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /ISABELLE
    /JOAN
    /Jokerman-Regular
    /JuiceITC-Regular
    /JUSTICE
    /KabelITCbyBT-Book
    /KabelITCbyBT-Ultra
    /Kartika
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /Latha
    /LatinWide
    /Lithograph-Bold
    /LithographLight
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /MANDELA
    /Mangal-Regular
    /Mathematica1
    /Mathematica1-Bold
    /Mathematica1Mono
    /Mathematica1Mono-Bold
    /Mathematica2
    /Mathematica2-Bold
    /Mathematica2Mono
    /Mathematica2Mono-Bold
    /Mathematica3
    /Mathematica3-Bold
    /Mathematica3Mono
    /Mathematica3Mono-Bold
    /Mathematica4
    /Mathematica4-Bold
    /Mathematica4Mono
    /Mathematica4Mono-Bold
    /Mathematica5
    /Mathematica5-Bold
    /Mathematica5Mono
    /Mathematica5Mono-Bold
    /Mathematica6
    /Mathematica6Bold
    /Mathematica6Mono
    /Mathematica6MonoBold
    /Mathematica7
    /Mathematica7Bold
    /Mathematica7Mono
    /Mathematica7MonoBold
    /MATTEROFFACT
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MICRODOT
    /MicrosoftSansSerif
    /Mistral
    /Modern-Regular
    /MonotypeCorsiva
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MVBoli
    /NATURALBORN
    /NEOLITH
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /OCRAExtended
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /OPENCLASSIC
    /OzHandicraftBT-Roman
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PoorRichard-Regular
    /PosterBodoniBT-Roman
    /PRETEXT
    /Pristina-Regular
    /PUPPYLIKE
    /Raavi
    /RADAGUND
    /RageItalic
    /Ravie
    /REALVIRTUE
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /ScriptMTBold
    /SerifaBT-Bold
    /SerifaBT-Italic
    /SerifaBT-Roman
    /SerifaBT-Thin
    /SHELMAN
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /SimSun
    /SnapITC-Regular
    /SouvenirITCbyBT-DemiItalic
    /SouvenirITCbyBT-Light
    /SouvenirITCbyBT-LightItalic
    /Staccato222BT-Regular
    /Stencil
    /Swiss911BT-ExtraCompressed
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TempusSansITC
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /TRENDY
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /TypoUprightBT-Regular
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /WP-ArabicScriptSihafa
    /WP-ArabicSihafa
    /WP-BoxDrawing
    /WP-CyrillicA
    /WP-CyrillicB
    /WP-GreekCentury
    /WP-GreekCourier
    /WP-GreekHelve
    /WP-HebrewDavid
    /WP-IconicSymbolsA
    /WP-IconicSymbolsB
    /WP-Japanese
    /WP-MathA
    /WP-MathB
    /WP-MathExtendedA
    /WP-MathExtendedB
    /WP-MultinationalAHelve
    /WP-MultinationalARoman
    /WP-MultinationalBCourier
    /WP-MultinationalBHelve
    /WP-MultinationalBRoman
    /WP-MultinationalCourier
    /WP-Phonetic
    /WPTypographicSymbols
    /ZapfElliptical711BT-Bold
    /ZapfElliptical711BT-BoldItalic
    /ZapfElliptical711BT-Italic
    /ZapfElliptical711BT-Roman
    /ZurichBT-RomanExtended
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /ENG ()
    /ENU (Setup for JACoW - paper size, embed all fonts, compression, Acrobat 7 compatibility.)
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.000 791.000]
>> setpagedevice




